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W33は多数のOB型星を含む活発な星形成領域である。我々は、かなた望遠鏡HONIRによる可視偏光観測を
通じて、W33方向に距離 1.36kpc、1.63kpc、2.18kpcに位置する 3つの星間雲を検出し、それぞれに付随する磁
場構造を明らかにした。特に、W33に付随する 2.18kpcの磁場が大質量星形成領域でありながら非常に滑らかな
構造を示すことを初めて明らかにした（2024年秋季年会 P105a）。
本研究では、W33の中心天体であるW33 main内部の磁場構造の三次元分布をモデルフィッティングにより推

定した。その結果、磁場強度はクラウド中心部で約 300μG、周辺部では推定手法により 100～500μGと見積
もられた。中心から 1 pcより外側の領域では、ガス圧に対して磁気圧が優勢であることが示唆され、これがW33
領域内の滑らかな磁場分布の直接的な要因であると考えられる。
W33の星形成活動のトリガーとして星間雲衝突の可能性が指摘されてきたが、我々の磁場観測からはその存在

を示す証拠は得られなかった。そこで、せいめい望遠鏡GAOES-RVを用いてNaI星間吸収線の観測を、速度分
解能約 4.6km/sで距離が既知の複数の星に対して実施し、星間ガスの各視線速度成分の距離を決定した。その結
果、+35km/sの雲はW33の距離に存在することを初めて確認した。一方、衝突対象とされる+53～58km/s成分
は、2.66kpc未満の範囲内では検出されなかった。この速度成分はより遠方の背景雲である可能性が高い。


